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Symphonia Fons Harmoniae

ヴアイオリンI 海保あけみ

水野 克き

東京藝術大学卒業.

ビアノを滝崎鎖代子、クラリネットを千葉国夫、  室内楽を細野孝興の
各氏に師事。オルガンの手ほどきを今井奈緒子氏に受ける。
藝大バッハカンタータクラブに在籍中、小林道夫氏の薫陶を受ける。
日本オルガニスト協会会員。

ラ ノ 高橋 節子
札幌大谷短期大学音楽科卒業、東京藝術大学声楽科卒業、同大学院修了。
在学中に藝大バッハカンタータクラブに所属。また、藝大定期ハイ ドン
「天地治1造」にソリストとして出演。国際ロータリー財Fll奨学生として ドイ
ツ フライブルクに留学.帰同後、日本声楽コンクールで國中路子賞を受賞。
現在までに、藤田道子 戸田敏子、伊原直子 エヴ7・ マリア ハツァイの

各氏に師事。アンサンブル 《BWV2001》 メンバー、東京室内歌劇場会員
二期会会員。

東京藝術大学卒業.ヴァイオリンを正岡紘子、山岡耕律、 日高毅の各氏に、
室内楽を黒沼俊夫氏に師事。
又、藝大バッハカンタータクラブにて小林道夫氏の指導を受:す る。
現在フリーの演奏家として、室内楽・オーケストラ等の演奏を中心に活動中

片桐 恵里

武蔵野音大付属高校卒業。東京藝術大学音楽部卒業。 司大学院修了.

ヴァイオリンを掛谷洋二氏、浦川賞也氏に、室内楽を、ピュイグ  ロジ,=

女史、ルイ・グレーラー氏に師事。第
'1回

埼玉県新人演奏会に出演.

東京ハルモニア室内オーケス トラのメンバー。

伊藤恵以子

東京藝術大学事業.同大学院博士課程修了.

チェロを三木敬之、レーヌ  フラショー、倉日澄子の各氏に師事。
パリ  エコールノルマッレで学ぶ.第 48回 日本音楽コンクール入選.

EIlsemble Dellceの メンバー.

栗田涼子

東京塾術大学音楽学部卒業.同大学院修士課程修了
`

コントラバスを、永島義男、黒木岩寿の各氏に師事。
2007年、ミュージックマスターズコースinかずさに参力￨.
バッハ協会管弦楽回の公演に出演するなど、フリーの演奏家として活動中。

オルガン 堀江 和子(練習ピアニスト)

武蔵野音楽大学短期大学部ピアノ科卒業.

キリス ト教音楽学校パイプオルガン科卒業。同研究科程修了.

ビアノを水本雄二、  野村文子、オルガンを高橋靖子の各氏に師事。
若荷谷キリスト教会オルガニスト・聖歌隊伴奏者.

日本オルガン研究会会員.



本 日はお忙しい中をご来場賜り、厚く御礼申上げます。

今年は、「メンデルスゾーンJの生誕 200年 と、「ヨーゼフ・

ハイ ドン」の没後 200年に当りますので、これを記念して二人

の作曲家の作品から演奏する曲を選んでみました。

2004年から5年の間カ トリック麻布教会のご好意とご高配

を賜り、今年もこの素晴らしい響きの聖堂で演奏出来ます事を、

団員一同心から厚く御ネL申 し上げます。

水野先生の懇切なご指導と、練習ピアニス トの堀江和子さん

のオルガンに加え、海保先生のオーケス トラの素晴らしい伴奏

とソプラノの高橋節子さんという大きな援助を頂き、更に本日

ご来場の皆様方からの暖かいご支援と励ましにも支えられて、

このような演奏会を開催できる事を嬉 しく思つてお ります。

この荘厳な聖堂の雰囲気の中で、「200年前に生まれた作曲家

と亡くなった作曲家」の、それぞれ特徴のある響きを聴き比べ

て頂ける様な演奏が出来ましたら、合唱団としてはこの上ない

喜びであります。

東京アマデウス合唱団   団長   柿沼  督
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ハイドンとメンデルスゾーン

燭 売彦

今から21Xl年証 ヨーゼフ ノイ ドン(1"2-1809)は あの世へ旅立ち、フェーリクス・メ万 ,レスブーン(1809

-18471がこの出こ生まれまし/_今年
"の

年の東京アマデウス合唱団定期演奏会はこれを記念してノイ ドンと

メノマ)レスノーンの作品を取り上げま丸

しかしこの演目掏成には、lT●関係もない二人を敢えて組み合わせてしまったとの感力塔 めません。この二人

の間には音楽的に重要な結びわきは無く、人間的性格や生活環境も正反対だと激 ま`丸

例えば、ハイドンはオーストリアのハンガリーに近い田舎で車大工の,息子として生まれ、苦学の末に立身出世

をしたのですが、 ドイツのハンプルクで裕福な銀行家の家に生まれたメノ千,レスゾーンは、高名な学者たちから

音楽を含む諸学問の英才教育を受けることができました 苦労入つノイ ドンに比べるとメンデルスゾーンの生涯

は幸せそのものにみえま丸 しかし′ヽイドンはメンカレスゾーンのコ害も生きることができました

とはいえ、考えてみると共通点も幾つかありま丸 その一つは、二人とも後￨サの音楽界かb必ずしも常￨二最高

の評価を得ることがなわつたという点で九 つまり、バッハやべ－トーヴェンに比べるとどうも芸術性が,段低

いのではないかと考えられてきたので丸 なるほどハイドンは「交響由の父Jと讃えられるが「音楽の父」バッ

ハ程ではなかろう、メノラ,レスゾーンのヴァイオリン協奏山の切なく甘いメロディーは素敵だが「楽聖ベートー

ヴェンJのような崇高さがないのでは、なと しかし近年、幸いなことに二人の業細こ対してそれぞれ正当な再

詔面がなさ珈″台めました

共通点といえばもう一つありま九 二人とも何度カイギリスに招かれて大成功を収め、人気を博したのです (ち

なみにベートーヴェンもイギリスで成功したいと願つたのだが遂にその機会は訪れなかっ0。 そのイギリス訪

P●Hの折に、当地でヘノ

',レ

のオラトリオ「メサイアJが愛好されているのを知つたハイドンは、そのことに触発

を受けて「天地創珈 と「四罰 を作山したらし,、 そしてメンカレスゾーンにとつても、二由のオラトリオ「聖

ノくウロJと 「エリア」を創作するうえでヘンカ ИЭ存在が大きかつたに違いありまt私
さて、本国の演奏曲日も、メン

"レ
スソーンの「嘆きの範 を除けば、オラトリオのような大山ではありませ

んがどれも宗教油t現 代に生きる私たちからすると、古い時代・逃 るほどに人々の宗教心も純印こ強かった

のだろうと想像しがらなのですが、勿論そんなことはありませれ キリストの時代にも無相浴静まいたわけです

から。だからハイドンとメノ→〕レスゾーンが信仰を持つていたかどう力,ま、本当には判らないことで九 しかし、

作品から受ける印象や彼らの伝記を読んで想像するにつけ、二人とも純粋なキリスト教伺ηを持つていたのだと

和こ1測静 オしてなりまさ私 ことにメンカ レスゾーンは、父親がユダヤ教からキリスト初 レター派プロテスタン

ト教会― Fした故に、ある￨￨よそれにも拘らま 敬虔なキリスト教徒として生涯を終えました そしてメンデ

ルスゾーンにとって重要だったのは、彼が規範とし、師とも仰ぐ大バッハがまさにルター派プロテスタントだっ

たということでしょう。メンデ,レスソーンの宗教由にはパッノヽ それよりも古OЧ駄 な教会音楽家から学んだ

精神が、本H演奏する小品にすら表れていま丸

ノツ ドンはプロテスタントではなくカトリックでした だから彼が作曲した宗教曲はカトリック教会で執り行

われるミサやその他の典礼に使用するための曲tノ イ ドンの重要な六山のミサ曲と二山のオラトリオは晩年

になって作山されました 年老いても衰えなかつたハイドンの創作力は繁麦に宗教山へと注がれたの

“

、 しか

暗 いころに作ったミサ山なども捨てがたい美しさを持つているので、もつと演奏されたらよかろうと思いま
－
九

本日演奏する Iコ 翻ヽ跡のための応詢 と「ミサ曲 聖ヨハニス デ・デーカ もそのような智 ■←九

さて、月輪はこの辺りで終えて、演奏曲目の短1癖説と対訳を以下に掲げましょう。



Feh Mendel■sohn

フェーリクス・メンデルスゾーン

Her.頭gJldt(Zum AbendEgll)

主よ、私たちの哀願に慈悲を給え けぺの祈りのために)

詩はイギリス同教会のタベの祈りの讃美歌「主よ、我らにお慈悲を」による.集中度の高い、密度の濃い対立

法的書法でまとめられてい0感動に満ちた細密画の趣がある。

Herr, sei g&llig uEern Fldtq
md erftIe uns mit deinem Ceisti
Her, erhitunsl

主よ、私たちの哀願に慈悲を給え

私たちをあなたの御霊でお満たしくださ￨、

■よ、私たちの願いをお聞き届けくださ￨、

md Fhtわ h ШttHe`zdch ebot        私たちの心の内にあなたの掟をお書きくださt、

It・h welelle ntht von delllen Remlen

私はあなたの義から離れません

恥 Redettn meuleIIIHe― eln

あなたのお言葉を私
"さ

1例みます
「
「 ■の詩編モテット￨"“② Jと してドイツのカールス社により (劾 II堺で初めて制版された由集か

らの■山。メンカレスゾーンが十二、三歳の頃に作山した作品であろう.対立法の習作といつたおもむき。「私

はあなたの義から離れまヽ んJは旧約聖書 詩編 第119編 ll12節に、「あなたのお言葉を和ま心に刻みますjは

日約聖書 詩編 第119編 11節による。

ich К動￡luch¨ェde饉n Rechm       和まあなたの義から離れません、

とmdubmcht』熾n″遠m          私こ御教えを与えてくださつたからt

礫磯 Redert lch鵬 hmH― ne■■      私はあなたのお言葉を心に亥1みます、

arda3 1ch転●dlch載澁K bld ge        あなたに逆らって罪を犯すことのないよう￨こ

Trau円妥田ngopponl16
嘆きの歌 遺作116

1845争0亀 その前年 ある音楽祭でメンデルスゾーンカ湘 揮をした合唱団にフリードリヒ・アウレンノシ とヽ

その友人テオ ドーア ツィマーマンが共に参加していオ、 FIなくしてツィマーマンが亡くなつたのでアウレンバ   .
′ヽ ま哀悼の詩を作つてメだ )レスゾーンに作出を依頼 したのである。メンテレレスゾーンはこの二人と1樹日人的な

面識が無かつたにも力・/Jヽわら,さを動かされ、一週間足らずで完成をしてアウレン′炒 こヽ送つたのであつた

鋼●

“

ihn t詢闘b対沖●m         朝焼けの光の衣を着て

ln der N4olBe l・●te」0嬌wad,         彼がこちらへ漂い来るのをおまえは見た力、

Rお印 輌 h“FD8clsHana        刻吏力■ にする粽欄は光を放ち、

seln Ber ll― t ult“CeC Lbal       彼 用 址 を覆殖 い東縛から

von del E・ de Nhune劇釉ぃ油疏        離れて生きる。



W飩 o L8el,nltt den D嘔
"h"?      

おお天使よ、.Lに呼U■サ ようとして来られたの－ 力、

Sag wn g.t“ h躙掲m ens■劇 h術?     教えてください、気高く荘厳な飛翔が誰のためになの力、

W零昴 Lck lelll Alけ A電口welnc       私出可を見いたす力、 あらゆる日はI ている。

軌 臓動 量nlChtneh          ああ、あなた方の愛する子はもはやいないの亀

Ш Tlld蝸l■eFer ell■ des― eL Fr eden   微笑みながら彼は限りこつき、天国の安らぎが

動 Юm■ lelgelienlん 瑠討cht       愛しい表■から輝き出している。

lnd dle墨,b“●IIGost市
―

     そして彼の霊がこの世で神々しく輝く、

slch燿畑

“

v嗣赫
―

d lndr      その顔つきは猥こゆく彼から消えな￨、

H●rlnm Blm
私の願いを聞いてください

18Z4年にウィリアム バーンロミュウによる旧約聖書 詩編 第55編 1 9節の英語による意訳力胤 パーソ

コミュウはメンカ レスゾーンのオラトリオ・エリアJの訳にも携わつた この曲は詩の内容に従つて、かなり性

格の異なつた主題旋律や楽節を展開するのだが、匂本としては見事にまとめられていて調和の芸術の本質を実現

している。なお、初稿はカレガン伴奏として作由されたが、後になつて作曲者自身の手によつてオークストラ伴

奏に作り替えられている。本日は初稿で演奏する。

H6r mein Bi[Em, Herr, rEige dii ar mir,
aufdeines Kindes Stimrne llale acht!
Ich bin aleiq
*rr wtd mir fr6ffi urd Helfo s€in?
Idt iIIe ohIE Pfad in d.nkftfNadld

主よ、私の願いを聞いて、耳を領けてください、

あなたの子供の声を気にめヽ ナてください。

私は一人t
誰が私を慰め、助けてくれるのだろう。

私は夜の日場に道もなく迷つている。

DleFttm sお

“

ぬ 気皿alebm ihtル呼産          敵 は肩 をそ0崚か して r・
2す、

,″VO● nl■l壷 駈 a面 nvge」aubt・'         「 おまえ力Ч言じていた拠 ヨヽ まとこにい るJと。

Sお 断 drL喚Ⅲヽ
・

e ttucnlusma          敵ま日ごとにあなたを鳥り、私たちを追い回丸

lr.d ttm dleFpr.mell■l bechuhanl■ld鍼珈血      そして側
"者

を屈従と辱めに置く。

Mb画 資い ToM FlabeloEm〕 加h!         彼 らは私を死の恐怖 の虜にす る。

髄 stt unalltt ichblnancni n"lne-0重        彼らは無数におり、私は一人t自 らの力では

kar■ lch nlcht慟は、ロェ               抵抗できない.

鐵■1●呻おdu tt mcl■                主よ、私のために戦つてください、

Gュ hlrmIIf晰

“

                   神よ、私の哀願を聞いてくださしヽ

,   O Plmt lch ttgen"e Taum"mェ             おお、私が鳩のように飛
－

￨・「って

wei nDtt vKr am FeBla－ zll alehnl            遠く向こうべと、敵か皓逃れることができたなら.

ln“ Wlmcllt出 фm ttt               急ぎ、荒野べと去り、

飲晨ヽ晨am劇
"亀“

∝                避けどころに平安を見いだすのだ力ヽ



Franz Joseph Haydn
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諏よ 聖体の祝日のた期こ聖トマス・アク):盤 潔 饒 し翻 の _"鰤 灘 となって
1

いる。聖トマス・アクィナスは「神学大萄 で名高いスコラ枠学の大成者なので詩文は格調高ル、 しかし一方で神   ヽ

学的な難しさに満ちている. しかしハイドンはその中でも一細富徒が比靭的平易に理解できる節を選んでいる。

全曲は単純明快で和声的な書法で作られていて、心からの敬虔さに溢れている。また楽章楠支も (ア ンダンテ、

ラルゴ、アンダンテ ラルう というテンポ設定と 彼 口長調、二短詠 イ長調、変ホ長詢 という謝生の駅 に

よって四つの楽草の循環的￢本性を実現している。

調性の循環的―悧■については少々の説明を要すると思う。変口長調 一 二短調 → イ長調の進行は商テ調を含

む近親調関係の推移なので分かりやすい。しかし終曲で変ホ長調に一気剛 臥ノでしまうのが解せないであろう。イ

長調 ―'変ホ長調は最も遠い調性関係だからである。しかしまさにその点に西洋的思考の特徴が現れているように

思う。すなわち、それまでの一先ず1酬な推移に対して終出で対立 (変ホ長諭 が突きつけられ、剣本の流れは一

ユせき止められてしまう。しかし奥ま終由の変ホ長調は開始山の変口長調と五度の近親調関係である。かくて対立

は弁証法的に E揚されて、終わりから始まりへと循環力城立するのである。

1                      1

m sOn sttv“Rュ            誉め讃えよ、シオンよ、救世主を、

血 赫 。paStu L           誉め讃えよ、君主にして牧者を

b llylT」s“ult eS            讃美歌と合唱t

Qullam porallulllaude        できる限り却ユに蕎 せ よ。

Q血 lraJOrclllllЩ            す て`のИ毅を越えているお方を

Neclaudoコ I面ふ               あなたは誉め讃えきることができないのだから。

2                                       2

1ヵ,Hk山ma pec配             特別な讃美の題目

Panls■もd■■・al■■              すなわち命を宿し、命を与えるパンが

Hode ⅢⅢ輛に             今日、示される。

Qlenl hmcrae menm∝ 団鴎,          神聖な晩餐の食卓で、

m― duodenae            十二人の兄弟の集まりに

ulm∞n ablgnr             与えられたそのパンlinいもなt、

3                                                 3

RIt lalls● era"・●nora            讃美が満ちますように 響きますように

Sltjuclman si赫              喜ばしく、優美な

嚇 jublttQ               精神の蜘呼でありますよう￨■

h hac meu nllv Regs,            新しい■のこ暖 卓で

N側面Pascha no、

“
le3,           新しい契約の、新しい過越の祝いが

Pneっい
…

              どt過越を終わりにするのた
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S嚇

教えられた神聖な設定によって、

拠 の`ために′ヾンとフインを

犠牲として捧げる。

私どもはあなたを誉めま丸

私どもはあなたを祝福しま魂

ル聰m"w● SondJoonns deDeo

小ミサ曲 聖ヨハニス・デ・デーオ

このミサ由の名称「聖ヨハニス・デ デーた はガ

'レ

トルしの聖人ヨハネ・チュダト(1495－ 15501に出来する。ヨ
ハネ チュダトはキリスト教的愛徳に基づく医療福祉事業をおこなつたので「神のコノ■ (ヨ ハニス・デ・デーTI J

と呼ばれた その後、彼の生き方にメ●島して彼を模範と仰ぐ「愛徳修道士会Jが設立された この優徳修道士会は、
ハイドンが仕えるエステ′″ ―ヽシ狡爵の言段があつたアイゼンシュタットに教会を所有していたので、ハイドンは

修道士会と親しく、その問系でこのミサ曲が生まれた。アイゼンシュタットの教会には当時のカ レガンが今なお

0979年での時点)現存している。その￨わレガンを弾きながらハイドンはこの山の初寅を指揮したのであろう。
このミサ由にはまた「小カ レガンミサ曲Jの勧弥もある。「感謝の讃鞠 の中にあるベネディクトゥス楽章がン

プラノ・ンロと協奏的わレガンのためのアリアとして作曲されているからである。ここでは思″ず歌つてみたくな

るようなヴィルトゥオー幼 劇彗がソプラノとわレガンの間に均―に分配される。それゆえ総合的にみて、́ ネ`デ

ィクトゥス楽章を全山のクライマックスとみなしてよ0、 ′ゾ ドンは「主の御略によって来られるお方

“

エス・

キリスト)」 にミサの焦点を置いたのである.

Klyie

Krrie eleisorL
Krie eleiso[
K)rie eleison.

ClrisE eleisorL

Cki$e eldsoi.
C]lrisE ebisorL

Kyie eleisffL
K}rh eleisoc/ K),rie €teison

I

Cloria

Gloria in excelsis D€o.

晦 の讃歌

主よ、1凛れみたまた

主よ、機れみたまえ

主よ、憐″め たまた

キリストよ、例詢みたまた

キリストよ、憐閉みたまた

キリストよ、例聞みたま/_

主よ、憐れみたまた

主よ、―
たまえ

主よ、機れみたまえ

栄光の讚歌

人のいとも高いところではみ神に栄光

Et i tena tt honinbus時囮、olnms     地では善意の人々に平飩

¨

“

t

―
"



Ahコ螂
“
                 私どもはあなたを敬慕しま魂

Gb“cam“
"               

私どもはあなたを崇めま規
0量誂電罰座●bl               私どもはあなたへ感謝をあらわしまま

"っ
けm“mm」

"am m         
あなたの大いなる栄光のゆえIL

嚇 Dets Rexcaen          神なる主にして天の王、

Ⅸ述hけぃ              全能の御父なる神よ。

DomleFl∥ lmm Jm mste        主なる一人子イエズス・キリストよ。

取mllle Ⅸ郎,Ag厖 腱i nllttsPan     神なる主よ、神の■ミ 御父の御孔

Q■Ollも peca nundt           出の罪を担われるお方、

ln― BObふ               私ども獅 みたまえ

Q童Ollも

"∝
奎側颯             世の罪を担われるお方

s嘘事 de_onm―         私どもの哀願を取り上げたまえ

∞ 路湊醸
…

Pan          御父の吉に座られるお方、

一
nSs              私どもを― たまえ

QWlnm●I SOlus鋼 o颯            あなたItlE の聖なるお方なのですから。

Tll solus“ mlus               あなた脚准―の主なのですから。

Tu Ю,sA∥ ■ヽllllt,              あなた硼准―の至高なるお方なのですから、

buc―                  イエズス・キリストよ。

Q・n― Spm ln帥轟Del嚇      聖なる御霊と共に、御父なる神の栄光のうちtL

Amen                   アーメン。

伺曜 箱

C、お h tt um礫叫            私￨∥言しま九 唯―の神にして

Pa●clll∝TⅢ
"m適

嘔               鶴 の御父、

mmttud叫              天と地の創 り主

blb■unlomnllu Ctい●b“L        およびすべての見えるものと見えないものの創り主を,

Et■luntt Don_nJom O市Ⅲ軋       和ま信じま丸 唯■の主なるイエズス・キリスト、

Ful Deilrlg― lll            神の一人子であられる御子を。

Etα L"nattlll alte olma gect a       私IJ言 じま,■ すべての時代に先んじて御ズよりお生まれになつ

た方を。

ul.Ilde n,l_de n価 峰         和ま信じます 神から出た神を、光から出た光を、

Daun¨ de Deo℃Ю            まことの神から出たまことの神を.

ClelbL Kln漱 ⅢⅢ             私IJ言じま丸 創られないでお生また凛こなつた方、

∞閻ふⅢ面証m Pat:             御父に同体のお方を。

F“鰤 Omnla彙ぬstnt           そのお方からすべては81られました

QII― lKBICl―              そ の お 方 は 私 ど も期 の た め 、

… …
― n鋤症m           私どもの救済のために

“

簿ni decaeX              大より降りて来られましr_

Et h国¨¨
"de Sp■

nS田お        そして聖なる御霊によつて

軟MttL輛」に                おとめマリーアから肉体を受け、

ethOF10由曖
"              

人となられました

Cluc6－ elall"llobお￨           さらに私どもの身代わりとして十字架に力ヽ ナられ、

sub R証

“

R飾酔倒s             ポンティウス  ピーラー トシスによつて苦しめられ
^

dЧ対

“

eSt                葬られたのt
ヨ壼画剛n― α、             そして三日日に復活されました、



secmmm%■m、              聖書の預言どおり。

日劉距面nlttmm:             のみならず、天に昇つてい力れ、

資H ad axl_Pan            御父の右の座についておられるので九

Et rn lll■ entlM● cull聖0●         そしてそのお方は栄光を伴つて再び来られま九

Judlee uvos et― l            生きている者どもと死んだ者どもを裁くためにt
輌uS●コЮn硫赫             そのお方の統治に終わりはないでしょう。

Eth Spmln鉤●ЩL DommmL       私は信じま魂 聖なる御嘘にして主

“

■輌囲,－                生気の付与者なる御霊を。

qul exさ

“

Fttv"凛工          そのお方は御父と御子から出て来られるのt
い Ctm L"Ct FiHo s lllu           聖なる御霊は御父や御子と同時に

一 “

的U品・ Ⅲ           敬慕され、讃えられま,■

qul…
"口"が

菫ヽ          そのお方は預言者をとおしてお告￨■こなられました

OttunttnmmOllml            和劇官じま丸 唯ス 神聖、普遍にして

o apcSoLon I"ヽ1¨            使徒よりの継承なる教会を。

Co Steortmlur.コ

“

ma            私は唯―の洗礼を認めます、

L口面Sollem pecmm l■            罪の赦しに至るための洗ネLを。

Et a,動 ―― OllenllllR ItuKIunl       そして私￨ま待ち望みます、死者たちの復活を。

Etim■■m面― lL             のみならず 和ま待ち望みまま 来る世のいのらな

Anlm                    アー メン。

Srtrclus

Sarat\ SaEn&
Saros Domims Deus Sa[aodr
Pleni sunt caeli et Ena gloria tua
Ho6anna in excelsis.

帥 撤

聖なる、聖なる、

聖なる主にして万軍の神よ。

天と地はあなたの栄光で満たされていま九

天のいとも高いところではオザンナ (我 らに救いあれ 1).

餞
““

應qtu■en"h nomme)洵 品      祝福されたお方、主のみ名において来られるそのお方￨ム

Hon■la■lα∝lSs              天のいとも高いところではオザンナ (我らに救いあれ !).

Agn鵬 腱                 平和の讃歎

A"腱 Lq」l tOllls"∝立lllundl:       世の罪を担われる神の子羊よ。
ml―nobs                私どもを獅 みたまえ

ApusDetⅢ ●llも

"筆
立mm“        世の罪を11われる神の子羊よ。

m― 赫               私どもを動 みたス

ヘ卿S■l ql10Ls"∝mmuldl       世の罪を担われる神の子羊よ。
dola lobs pacenL              私どもに平和を与えたまえ



東京アマデウス合唱団のご案内 (200910現在)

少人数に適 したルネ ッサンスやバロッタ時代の宗教曲を積極的に取 り上げて、

他の合唱団ではあま り歌 うことの無い隠れた名由を歌ってみたい方をお誘い して

おります。

今後の活動予定は下記の通 りですが、少人数のパロックのアンサンプルを一緒に

楽しみたい方や興味のある方が居られましたら、是非一度下記の棟習会場にお出掛け頂き、

見学だけでも大歓迎ですので練習状況等をご覧頂きたいと願つております。

下記ホームページをご参照の上、「護国寺」の同仁キリス ト教会内の「美登里幼稚回J

へお出掛けいただきたく、団員一同期待してお待ちしております。(事務局 大久保ルミ子)

http://homepage2.nifty.oom/Amadeus/

来年の演奏会(日立30周年記念)

「日時」 2010年 11月 3日 0く 。ω  15時 開演(予0
「会場」  同仁キリスト教会(予0
演奏曲目← 0
ディートリッヒ・プクステフーデの曲

参加ご希望の方へく下記へ電話等でご連絡の上、お出て下さい)

お問い合わせ先    辻 村 ほ 子  048-476-4056
大久保ルミ子 0卜3960-7714

練習 日   毎週水曜 日  午後 6時半～9時
練習場所  同仁キ リス ト教会美登里幼稚園 2F

指導者   水野克彦

会  費   月  額 5千円(学生半額)

入会金 1千円

(鰊習場所への交通案内)右図参照
中地下鉄有楽町線

「護国寺」駅下車 6番出日から徒歩5分
ホ」R山手線 「目自」駅よリバスで

「目自台3丁 目J下車 徒歩3分

東京アマデウス合嘔団(ホは賛助出演)

ソプラノ  河合佐知子・田部恵美・辻村願子

ア ル ト  伊藤正子・大久保ルミ子・大友美佐・

馬場■代・宮崎米子・*堀江和子

テノール  小沢 仁・片岡 繁
バ  ス  柿沼 哲・野口 碩・*水野克彦

同仁キリス障 会察内日

小川由美子



演 奏 会 の 記 録

開催年月 主 な 演 奏 曲 日 指 揮 会 場

第 1回 198102 モーツ7Jレ「
lレクイエムくジュスマイヤ■板>) 寺村博司 石橋メモリア￨￨

第2回 198111 ヘンデ′Ⅸメサイ
~l

渡辺央己 中 央 会 館

第3回 198211 フォーレ(レクイエ

"、

ジョスカン・デプレ、シュッツ 鈴木 優 東京カテトラル

第4回 1983∞ － ツアルトも熙冠式ミサ)、 ヴ″ トリア 黒岩英臣 東京カテドラル

第5回 1984∞ モーツァルКレクイエムくジュスマイヤ」板>) 譲 臣 東京カテドラル

第6回 198510 JSzlyrr, :. \. : it$'. )rTifr . r\7,- 制 嘉 石橋メモリアル

第7回 198610 モーッァルト(グローセミサ)、 ヴィクトリア 鈴木 優 編馬対Ltン ター

第8回 198710 シュッツ、′ス ラー(ミ サ・セクンの 鈴木 優 石橋メモリアル

第9回 198812 モーツ7Jレト(ヴェスペレ339)、 」′●・rドン 齋藤明生 駒場エミナース

第10「l 198911 モーツ7JレКレクイエムくバィャー版>) 齋藤明生 鶴 文￨レンター

春01ヽ演秦会 199005 ジョスカン・デ・ラルいンジェ リングフkハスラー 齋藤明生 石橋エオリアン

第11回 199102 モーツァルト(リ タニア240、 JJ′ イヽRスヴェスペll 齋藤明生 石橋メモリアル

第12回 199111 ■■■ツアルト(ドミニクス ミ■サンクタマリアマーカレデイ) 斎藤明生 川ロリリアホール

第13回 199211 シャ′レ ンヾティエ廊¨ミカ、シュッツ、プクステフーデ 齋豫明生 石橋メモリア,レ

第14回 199311 － ツアルトにサブレヴィスr'、 ァルブレヒツ
～

レガー 齋藤明生 石橋メモリアル

b蹴 199411 モ=ツフルКレクイエムく レヽース版>)鱗峰潮閣由椰 斎藤明生 新宿カヒセンター

第15回 199510 JSバッハ(カ ンタータ182)、 プクステフーデ 齋醐 生 石僑メモリアル

第16回 199611 モーツァルト(ヴェスペレ

“

9)、 アフレブレビン
～

lf― 齋藤明生 石橋メモリアル

第17回 199710 ■■̈ツアルト(ミ サ ソレムニス
“

7、 テデウムラウダムス) 齋醐 生 石橋メモリアル

第18回 199810 」S′S・2ハ(ヵ ンタータ61 1"、 Dスカルラン7・r 齋藤明生 石橋メモリアル

第19回 1勁 10 ライン
～ "じ

くスタ/ヾ トマーテノ￨・l、 」ル 、イドン 齋藤明生 石橋メ
=リ

アル

斉藤先生迫悼 2面 07 ハスラー、メガ ,レスソーン、終 リウス 細 動, 同￨キ

'ス

ト教会

2 XK1 12 四つのアヴェマリア0珈■痴 ■執ム引別ス′吻Wサ) 水野力彦 旧疇 堂

第
"回

2∞111 ― ンアルト(ト リニターティス・ミサ).」ノイドン 鳩 力彦 石橋メモリアル

第21回 21D210 ドイツ /ヾロック41。 F′ゎ′、シュッスプクステフ→ 婚 鬱 所沢却ヒセンター

第
"回

21X1311 ライン
～

眈ガ－レパト Tの、アフレブレヒツ
～

レガー 綺 効彦 ルーテ￨'市浴センター

第23 Enl 2は 10 Lスカル
"、

パレストリーナ、モンテヴ却斤ヘ 婚 彦

"ト

リック麻市散会

第2回 勁 511 シユツン、テレマン、プクステ

"カ
ンタータ) 鳩 九彦

"ト

リック齊布我会

第25回 2瑯 11 レヒナー(受難由)、 ゼレンb(レスポンソリア) 水野克彦 llト リック

"布

教会

第26回 2"710 ブクステ7-~(カ ンタータ6出) 鳩 諺 カトリック麻布数会

第27回 2翻 11 5人のヨーハン(凛シ ッ` とヽ -4人 ) 婚 諺 カトリソ′麻ll散会

第28回 20"10 メ着 、レスツーン、J′ ￨・rドン(レスポンソリア) 燭 力彦 カト〕ック麻布散会

第29回 2D1011 ブクステフ_~(予0 綺 九彦 同仁キリスト教会



Deut€ches Nunc dimittis Opus 69, Nr. 1

Meudelsgota

アンコール 曲

ドイン請によるシメオンの頌歌 作品番号69-1
メンデルスノーン

Herr.n ln htte“ dtt de通℃nDおna iF“denl■hen,         Iよ 、あなたI「 こそしも́ミを戦 のうちに逝力ヽせらオしまヨ、

■le du verbelaen llast                        ル,なたがオメ1束 してくださいましたようti

Denn memAu● h■ dellTn Helbnd gechn,            補デならしもべの和が救い主を■たから
~0九

den tt b.■utetllast va anen Volkem、                あなたI'そのお方をすべての民の前に備えてくださいました,

danere.n LICht tt dc・ o Helden,                          聯 ￨こは,そ として、

ur d zu Psstuld Bhle“h∝V山 Imel              あなたの時イスラエルには誉れと栄光とし,

Her,mm●鋤 st du delllen Dl・ Tr i nleden ihen,        JIよ  あなた￨■今こそたもべを平えのうちにllIか tょ らォしま→、

me duverlFIan hasL                       あなたがお約束してくださいました1う に。

IDem meln Allge hat de■ rFn Henand"∞b,              なぜならしもパの秘 椒 ￨ヽ 主を見たからで■

wclcl■ en du bentet Юr mn 熱ヾ m,                ぁなたは救い11を十 て`の民の前に備えてくださいまt´た,

danerelll Llcht sel den Heldeら                  異教徒には光として、

lnd a n“ llnd tt de■nes ullkcslscet             あなたの民イスラエ′レこFi誉れと栄光としヽ

Herr, nun l?issest du deineD Dicner in Fricden t*Inen.

Doxologle                                蹴

EL seidemVatertu■ d deln Sohnc tnd den he■ tt Gttt      栄光 御父とtl子 と聖盤にあオ■

wr es TT zttAn籠 嘔                      始めにそうであつたように

jetzt lndln■剛直肛Шi wlnhふょ気zu E■■elt          今もこ″功 らヽも、そして とヽから永遠￨●

A¨n                              アーメン (真に

'.

十よ  ,ヽう 私ぱ女心してあなたのもと′参 りま→1

Lldlas 2"－ ″+嚇 u"  新約聖書ルカ福普書2章29-32節と頌詠
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